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私たち四国中央市でがんばってます！

☆特集☆

消防出初式表彰者

4月スタート！スポーツ教室第 1期

地域おこし協力隊活動報告

四国中央市データ

　　1月末日現在（前月比）

人口  男　43,083人  （-79）

　　  女　45,400人  （-72）

　　  計　88,483人 （-151）

世帯　38,893世帯　  （-20）

表紙：しこちゅ～国際交流フェスタで民族衣装のアオザイを着て
　　　母国の踊りを披露したベトナムからの技能実習生のみなさん　※ 23 ページに関連記事

四国中央市
マスコットキャラクター
「しこちゅ～」
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曜日 教室名 講師 対象・定員 場所 日時 受講料

月

高齢者や体力に自信が
ない方にオススメ

月曜ストレッチ

薦
せ ん だ

田亮志
（体育協会）

一般
50 名

伊予三島
運動公園
体育館

 4/9 ～ 7/9
 10 時～ 11 時
 全 13 回

3,900 円

産後の気になる体を引
き締めます

ママのための
シェイプアップ

三好陽子
（インストラクター）

一般女性
30 名

川之江
体育館
柔道場

 4/2 ～ 7/9
 10 時～ 11 時 30 分
 全 12 回

回数券 6回分
1,800 円

※残りは当日払い

水

楽しく汗を流しましょう

初心者
テニスサークル

井川方
まさのり

典
横内尚子

（体育協会）

一般
20 名

伊予三島
運動公園

テニスコート

 4/11 ～ 6/13
 10 時～ 11 時 30 分
 全 10 回

3,000 円

初心者向けの教室

のんびりヨガ
宮本由美子

（国際ヨガ協会）
一般
40 名

伊予三島
運動公園
体育館

 4/4 ～ 7/18
 10 時 30 分～ 11 時 40 分
 全 16 回

6,400 円

木

ママの教室中、子ども
たちは別室で教室

ママのための
シェイプアップ
★託児あり★

三好陽子
（インストラクター）

保育士
（みしま乳児

保育園）

ママ
30 名

1 歳以上の
未就学児　

10 名

 4/5 ～ 7/19
 10 時～ 11 時 30 分
 全 15 回

ママ回数券
10 回分 3,000 円
子ども回数券

10 回分 2,000 円
※残りは当日払い

次の段階へ進みたいと
思っている方に

レベルアップヨガ

宮本由美子
（国際ヨガ協会）

一般
40 名

 4/5 ～ 7/19
 13 時 30 分～ 14 時 40 分
 全 15 回

6,000 円

金

高齢者や体力に自信な
い方にオススメ

金曜ストレッチ

薦
せ ん だ

田亮志
（体育協会）

一般
50 名

 4/6 ～ 7/13
 9 時～ 10 時
 全 14 回

4,200 円

汗を流して体を引き締
めましょう

ボクサ＆
ピラティス

一般
40 名

 4/6 ～ 7/13
 10 時 30 分～ 11 時 30 分
 全 14 回

4,200 円

スタイルや姿勢を良く
したい方に

金曜ヨガ

一般
40 名

 4/6 ～ 7/13
 13 時 30 分～ 14 時 30 分
 全 14 回

4,200 円

スポーツ教室　第１期
【申し込み方法】
○受講料を持参し、伊予三島運動公園体育館または川之江体育館の窓口でお申し込みください。電話予約も可能で
　す。電話予約の場合は、後日受講料を窓口までご持参ください。
○先着順ですのでお早めにお申し込みください。
※火曜日は休館日のため受付できません。また一度お申し込みいただくとキャンセルできません（電話予約も含む）
【問い合わせ先】
四国中央市体育協会事務局（伊予三島運動公園体育館内）　28-6071（火曜日休館）

平成 30 年 4 月スタート

3 月 14 日（水）受付開始

新しい教室が始まります♪

【水曜日】初心者テニスサークル　
　テニスを始めてみたいと思っている方、一緒
に始めてみませんか？
　初心者向けのサークルです。
　私たちと一緒に、楽しく汗を流しましょう！
　【右写真：講師の井川さんと横内さん（体育協会）】

ＮＥＷ



ま
ち
を
元
気
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊

私
た
ち

企画課　28-6005問

　

新
宮
地
域
及
び
金
砂
・
富
郷
地
区
の
活
性
化
の
担

い
手
と
し
て
、
昨
年
４
月
１
日
に
都
市
部
か
ら
本
市

に
着
任
し
た
４
人
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」。

　
「
ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
」
と
の
思
い
を
胸
に
、

担
当
す
る
地
域
で
新
た
な
視
点
で
の
魅
力
発
見
な
ど

に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
１
年
目
の
今
年
は
、
ま
ず
地
域
の
一
員
と
し
て
認

め
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
４
人
の
１
年
を
振
り
返
り
ま
す
。



　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

１
年
目
は
、
金
砂
・
富
郷
地
区
の

活
性
化
の
た
め
に
何
を
す
る
べ
き

か
、
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る

と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た

が
、
愛
媛
県
に
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
や
協
力
隊
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が

多
く
、
研
修
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
、
積
極
的
に
交
流
す
る

こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

休
日
は
地
域
の
景
色
を
自
前
の

ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
り
、
面
白

そ
う
な
話
を
聞
け
ば
現
地
へ
赴
き

情
報
の
収
集
に
努
め
ま
し
た
。
4

月
に
愛
車
を
購
入
し
て
か
ら
の
走

行
距
離
は
す
で
に
２
万
３
千
キ
ロ

　

活
動
地
域
の
金
砂
・
富
郷
地
区

は
、
本
当
に
自
然
が
美
し
い
と
思

い
ま
す
。
隊
員
に
な
り
1
年
、
地

域
の
景
色
を
日
々
見
て
き
ま
し
た

が
、
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
に
絶
景

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
し
、
地
域

の
ど
こ
に
い
て
も
豊
か
な
自
然
に

心
が
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く

の
方
に
、
こ
の
美
し
い
景
色
を
見

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
と

し
て
は
、「
高
齢
者
の
見
守
り
支
援
・

農
作
業
支
援
」
を
メ
イ
ン
に
、
地

域
の
農
作
業
（
お
茶
や
ハ
ナ
シ
バ
）

の
手
伝
い
や
、
手
入
れ
さ
れ
て
い

な
い
お
茶
畑
、
ハ
ナ
シ
バ
畑
の
再

生
を
行
っ
て
い
ま
す
。

情
報
集
め
に
東
奔
西
走

し
た
１
年

次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
…

　

今
は
、
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
お

茶
や
ハ
ナ
シ
バ
の
木
を
切
り
、
本

来
の
大
き
さ
に
戻
す
作
業
と
、
荒

れ
て
い
る
畑
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
お
茶
畑
、
ハ
ナ
シ
バ

畑
以
外
の
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農

地
の
再
生
・
利
活
用
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

将
来
的
に
は
市
民
農
園
や
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
の
開
催
も
視
野
に
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
方
々
が
守
り
育
て
て
き

た
畑
な
ど
が
、
よ
い
状
態
で
次
の

世
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
よ
う
、

そ
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

で
き
る
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

を
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
お

か
げ
で
四
国
各
地
の
道
の
駅
や

八
十
八
か
所
の
霊
場
、
お
い
し
い

お
店
な
ど
に
も
た
く
さ
ん
訪
れ
、

今
後
の
活
動
に
生
か
せ
る
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

金
砂
・
富
郷
地
区
の
観
光
や
生
活

の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
の
検

討
を
軸
に
、
新
た
な
特
産
品
の
開

発
な
ど
も
視
野
に
入
れ
構
想
を

練
っ
て
い
ま
す
。

　

多
少
不
便
で
も
、
い
つ
ま
で
も

住
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
に
し
て

い
く
こ
と
、
そ
れ
が
こ
の
地
域
の

活
性
化
の
ひ
と
つ
の
形
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
そ
ん

な
地
域
に
す
べ
く
積
極
的
に
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
注
目
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

地域おこし協力隊
インタビュー

～１年を振り返って～

　

私
は
今
年
度
、
新
宮
茶
や
あ
じ

さ
い
ま
つ
り
に
関
わ
る
活
動
を
中

心
に
行
い
ま
し
た
。
お
茶
摘
み
の

お
手
伝
い
や
「
お
茶
ま
つ
り
」
で

の
お
客
さ
ま
へ
の
手
摘
み
方
法
の

説
明
、「
あ
じ
さ
い
の
里
」
で
は
、

あ
じ
さ
い
に
巻
き
つ
い
た
蔦つ

た

の
か

ず
ら
取
り
な
ど
の
整
備
作
業
を
手

伝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
塩
塚
高
原
に
来
ら
れ
る

観
光
客
に
喜
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

平
成
28
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
赤

そ
ば
栽
培
」
で
す
が
、
整
地
作
業

と
夏
の
種
ま
き
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
宮
で
活
動
し
て
い
る

地
域
支
援
サ
ー
ク
ル
「
茶
れ
ん
じ
」

の
調
理
訓
練
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

い
、
利
用
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ま
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
、
お
茶
の
研
修
と
し
て

製
茶
場
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
、

お
茶
の
袋
詰
め
や
入
れ
方
、
ほ
う

じ
茶
の
加
工
、
茶
畑
で
の
作
業
を

通
し
て
お
茶
に
関
す
る
知
識
を
身

に
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
新
宮
茶
の
販
売
促
進

を
図
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方

法
が
あ
る
の
か
を
、
茶
園
や
地
域

の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
新
宮
は
山
深
く
、
景
色
が
と

て
も
き
れ
い
で
す
。
そ
の
す
ば
ら

し
い
景
色
を
見
て
、
感
じ
た
こ
と

を
何
か
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新
宮
で
感
じ
た
こ
と
を

活
動
へ
…

【新宮地域】井内ひとみさん（大阪府から移住）

　

今
年
度
は
、「
高
齢
者
の
買
い
物
・

見
守
り
支
援
」「
農
福
連
携
や
６
次

産
業
の
導
入
」「
霧
の
森
の
住
民
の

利
活
用
」「
お
茶
を
使
っ
た
商
品
開

発
や
販
売
促
進
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
地
域
の
状
況
把
握
、
先
進
地

視
察
や
調
査
な
ど
を
行
い
、
関
係

団
体
に
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

新
宮
地
域
に
は
「
茶
れ
ん
じ
」

と
い
う
地
域
支
援
サ
ー
ク
ル
が
あ

り
、
野
菜
を
栽
培
し
た
り
、
収
穫

し
た
野
菜
を
使
っ
て
調
理
訓
練
を

行
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

地
域
住
民
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
私
も
時
々
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ

「
茶
れ
ん
じ
」
で

Challenge

！

ん
と
交
流
で
き
る
時
間
を
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
農
福
連

携
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
市
の
方
向
性
と
茶
れ
ん
じ
の

活
動
が
う
ま
く
結
び
つ
き
、
地
域

課
題
で
あ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加

や
、
有
害
鳥
獣
被
害
の
改
善
へ
も

今
後
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
諸

般
の
事
情
に
よ
り
今
年
度
末
を
も

ち
ま
し
て
退
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【新宮地域】用松昌晃さん（神奈川県から移住） 【金砂・富郷地区】菊池睦さん（東京都から移住）

【金砂・富郷地区】古沖真智子さん（東京都から移住）

今後の活動について地元の方に相談

地元の方たちと銅山川に鮎の稚魚を放流

国体協力会の方と花いっぱい運動の作業

製茶場でお茶の発送作業
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情
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問
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…
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お
知
ら
せ

　

市
議
会
３
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
四
国
中
央
市
議
会
第
１
回
定
例

会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
予
定
で
す
。

　

な
お
、
定
例
会
日
程
は
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
議
会
事
務

局
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　　

議
会
事
務
局　

28
・
６
０
４
８

市役所本庁舎周辺通行制限について
新庁舎連絡通路棟建設工事のため、本庁舎東側の市道ふれあい通り線の一部を通行止めにします。
工事期間中はご不便、ご迷惑をおかけしますが、迂

う

回路をご利用ください。
ご理解とご協力をお願いします。　

通行止め期間　　3月 1日（木）～ 4月 14 日（土）

 2 月 27 日（火）10：00 ～ 本会議（初日）

 3 月 6 日（火）10：00 ～ 本会議（代表質問）

 3 月 7 日（水）10：00 ～ 本会議（一般質問）

 3 月 8 日（木）10：00 ～ 本会議（一般質問）

 3 月 9 日（金）10：00 ～ 本会議（一般質問）

 3 月 12 日（月） 9：30 ～ 常任委員会（総務市民）

 3 月 13 日（火） 9：30 ～ 常任委員会（教育厚生）

 3 月 14 日（水） 9：30 ～ 常任委員会（産業建設）

 3 月 23 日（金）10：00 ～ 本会議（最終日）

　

３
月
19
日
（
月
）
か
ら
川
之
江
庁

　

舎
の
窓
口
業
務
が
川
之
江
文
化
セ

　

ン
タ
ー
１
階
に
移
転
し
ま
す

　　

川
之
江
窓
口
セ
ン
タ
ー　

 

28
・
６
１
８
１

　

川
之
江
保
健
推
進
課
窓
口 

28
・
６
２
１
４

　

川
之
江
福
祉
窓
口　

     

28
・
６
１
８
２                 

通行止め区間北から南の様子

通行止め区間南から北の様子

　新庁舎・文化ホール整備課　28-6022　　財産管理課　28-6167

通行止

通行止

迂
う

回路



　

防
災
有
線
告
知
シ
ス
テ
ム
音
声
放
送
の

　

川
之
江
地
区
（
一
部
地
域
）
の
休
止

　

に
つ
い
て

　

 

　

川
之
江
庁
舎
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
事
の
た

め
、
左
記
の
と
お
り
防
災
有
線
告
知
シ
ス
テ

ム
の
音
声
放
送
を
休
止
し
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
緊
急
放
送
が
必
要
な
場
合
は
左
記

の
防
災
メ
ー
ル
な
ど
や
広
報
車
で
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

休
止
日
時

　

３
月
２
日
（
金
）
18
時
～

  

３
月
３
日
（
土
）
15
時
ま
で

対
象
地
区　

川
之
江
地
区
の
一
部

ご
案
内
方
法

○
防
災
・
広
報
メ
ー
ル

○
テ
レ
ガ
イ
ド
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
１
２
０
・
４
５
９
・
８
６
０

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

※
そ
れ
ぞ
れ
の
確
認
方
法
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

総
務
課　

28
・
６
０
０
２

　

紙
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
ご
利
用
に
つ
い
て

　

 

　

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
拠
点
と
し
て
各
庁
舎
や

公
民
館
な
ど
に
紙
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
が
出
る
場
合

は
消
防
署
へ
届
出
が
必
要
で
す

■
市
な
ど
の
対
応
は
？

　

通
報
が
あ
っ
た
場
合
は
警
察
、
消
防
、

市
が
現
地
を
確
認
し
、
違
反
し
て
い
る

場
合
に
は
行
政
指
導
を
行
い
た
だ
ち
に

消
火
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

例
外
行
為
の
焼
却
で
あ
っ
て
も
同
様
に

消
火
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
罰
則
は
あ
る
の
？

　

野
焼
き
を
し
た
個
人
や
法
人
に
は
、

懲
役
刑
若
し
く
は
罰
金
刑
ま
た
は
両
方

が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
未
遂
で
あ
っ
て
も
処
罰
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

　

消
防
本
部　

28
・
９
１
１
９

　

四
国
中
央
警
察
署　

24
・
０
１
１
０

■
野
焼
き
と
は
？

　

適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
廃
棄
物

（
ご
み
）
を
燃
や
す
こ
と
を
野
焼
き
と
言

い
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
野
焼
き
は
な
ぜ
い
け
な
い
の
？

　

野
焼
き
は
、
発
生
す
る
煙
の
悪
臭
や

洗
濯
物
な
ど
へ
の
臭
い
移
り
な
ど
周
辺

の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
大
変
迷
惑
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
燃
焼
温
度
が
低
い
た

め
、
燃
や
す
も
の
に
よ
っ
て
は
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
な
ど
の
悪
性
物
質
も
発
生
し
、

健
康
や
自
然
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
周
辺
の
住
民
の
み
な
さ
ん

が
火
災
と
間
違
え
て
１
１
９
番
に
通
報

す
る
ケ
ー
ス
や
、
延
焼
し
火
災
が
発
生

す
る
ケ
ー
ス
も
起
き
て
い
ま
す
。

■
野
焼
き
の
例
外
行
為
は
あ
る
の
？

○
国
や
地
方
公
共
団
体
が
施
設
管
理
を

　

行
う
た
め
に
必
要
な
場
合

○
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
、
復
旧
の

　

た
め
に
必
要
な
場
合

○
風
俗
慣
習
上
、
宗
教
上
の
行
事
を
行

　

う
た
め
に
必
要
な
場
合

○
農
業
、
林
業
、
漁
業
の
た
め
や
む
を

　

得
ず
行
わ
れ
る
場
合
（
廃
ビ
ニ
ー
ル

　

や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
は
禁
止
）

○
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
で
通
常
行

　

わ
れ
る
場
合
で
軽
微
な
も
の
（
ド
ラ

　

ム
缶
な
ど
の
使
用
は
禁
止
）

※
右
記
の
場
合
で
あ
っ
て
も
燃
や
す
量

は
最
小
限
に
と
ど
め
て
く
だ
さ
い

※
時
間
帯
、
周
辺
の
住
民
、
環
境
な
ど

に
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す

※
気
象
状
況
に
よ
り
中
止
を
お
願
い
す

×

野焼きは法律で禁止されています！
野焼きによる火災も多発しています

○
新
聞
紙
・
雑
誌
・
雑
が
み
・
段
ボ
ー
ル
・

　

古
着
以
外
の
ご
み
を
紙
ン
グ
ハ
ウ
ス
内
に

　

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
布
団
・
じ
ゅ
う
た
ん
は
粗
大
ご
み
、
カ
ー

　

テ
ン
・
座
布
団
・
破
れ
た
服
・
靴
・
か
ば

　

ん
は
燃
や
せ
る
ご
み
で
す
。
紙
ン
グ
ハ
ウ

　

ス
で
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

○
段
ボ
ー
ル
は
中
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
ビ

　

ニ
ー
ル
な
ど
を
取
り
除
き
、
折
り
た
た
ん

　

で
紙
ン
グ
ハ
ウ
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
紙
ン
グ
ハ
ウ
ス
は
設
置
し
て
い
る
施
設
に

　

あ
わ
せ
て
開
閉
さ
れ
ま
す
の
で
、
利
用
時

　

間
な
ど
は
ご
利
用
に
な
ら
れ
る
施
設
へ
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
１
５

　

平
成
30
年
度
「
ご
み
出
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

　

を
広
報
３
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
ま
す

　

 

　

「
ご
み
出
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
は
、
収
集

の
お
休
み
や
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
目

に
つ
く
所
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市

民
の
み
な
さ
ま
に
、「
ご
み
の
出
し
方
・
分

け
方
」
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
み
の
減
量
と
資

源
再
利
用
の
促
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。　

※
保
存
版
「
ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
」
は
、

本
庁
生
活
環
境
課
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

各
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
に
備
え
付
け

て
い
ま
す

　

生
活
環
境
課　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
１
５



　

土
居
地
域
の
し
尿
汲
み
取
り

　

担
当
業
者
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

 期
間　

４
月
１
日
か
ら
２
年
間

西
地
区　

上
野
、
北
野
、
土
居
、
入
野
、
畑
野
、

浦
山
、
中
村

担
当
業
者　

有
限
会
社
土
居
清
掃

　
　
　
　
　

74
・
４
０
３
１

東
地
区　

小
林
、
藤
原
、
津
根
、
野
田
、
天
満
、

蕪
崎
、
土
居
・
中
村
の
一
部

担
当
業
者　

有
限
会
社
み
ど
り
清
掃

　
　
　
　
　

74
・
２
４
８
５

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

犬
猫
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

　

 

　

犬
の
散
歩
な
ど
を
す
る
時
は
必
ず
リ
ー
ド

で
つ
な
ぎ
、
フ
ン
の
後
始
末
は
き
ち
ん
と
行

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飼
っ
て
い
る
犬
猫
が

迷
子
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
市
役
所
ま
た
は
警

察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
保
護
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射
を
４
月
９
日

（
月
）
か
ら
順
次
市
内
各
所
で
行
い
ま
す
。

詳
し
い
日
程
や
料
金
な
ど
は
広
報
４
月
号
に

掲
載
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
内
の
動
物
病
院
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

畜
犬
登
録
者
に
案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
予
防
注
射
を
受
け
る
時
に
必
ず
案

内
は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

会
場
に
よ
っ
て
は
混
雑
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
他
の
犬
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な

い
よ
う
に
リ
ー
ド
で
し
っ
か
り
つ
な
い
で
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

　

確
定
申
告
で
の
「
住
民
税
・
事
業
税

　

に
関
す
る
事
項
」
に
つ
い
て　

 　

配
当
割
額
控
除
額
や
株
式
等
譲
渡
所
得
割

額
控
除
額
、
寄
附
金
税
額
控
除
な
ど
を
申
告

す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
書
第
二
表
の
「
住

民
税
・
事
業
税
に
関
す
る
事
項
」
欄
に
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

市
民
税
係　

28
・
６
０
０
９

　

土
地
・
家
屋
の
価
格
帳
簿
が

　

縦
覧
で
き
ま
す

　

土
地
や
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
納

税
者
な
ど
が
、
そ
の
価
格
な
ど
を
記
し
た
帳

簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
３
年
ご
と
の
評
価
替
え

の
年
で
、
土
地
・
家
屋
の
価
格
が
見
直
さ
れ

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
縦
覧
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

４
月
２
日
（
月
）
～
５
月
31
日
（
木
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
を
除
く
）

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係
、
各
窓
口
セ
ン

タ
ー

※
平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

は
、
５
月
中
旬
頃
発
送
の
予
定
で
、
第
１
期
の

納
期
限
は
５
月
31
日
（
木
）
で
す

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　

28
・
６
２
０
５

　

納
税
は
安
全
で
便
利
、
納
め
忘
れ
の

　

な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

５
月
か
ら
、
平
成
30
年
度
分
の
市
税
の
納

税
通
知
書
が
順
次
お
手
元
に
届
き
ま
す
。

　

市
税
の
納
付
は
、
安
全
・
便
利
、
納
め
忘

れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
市
税

　

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）、固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
（
継
続
検
査
用
納
税
証
明
書
は

６
月
に
送
付
予
定
）

　

市
内
の
左
記
金
融
機
関
窓
口
へ
預
金
通
帳

と
届
出
印
を
持
参
し
て
、
備
え
付
け
の
「
市

税
等
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
記
入
の
う

え
、
各
納
期
の
２
か
月
前
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
固
定
資
産
税
第
１
期
分
か
ら
の
振
替
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
４
月
27
日
（
金
）
ま
で

に
取
扱
金
融
機
関
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い取
り
扱
い
金
融
機
関

　

伊
予
銀
行
、
愛
媛
銀
行
、
香
川
銀
行
、
四

国
銀
行
、
中
国
銀
行
、
百
十
四
銀
行
、
広
島

銀
行
、
川
之
江
信
用
金
庫
、
観
音
寺
信
用
金

庫
、
四
国
労
働
金
庫
、
東
予
信
用
金
庫
、
愛

媛
信
用
金
庫
、
う
ま
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）、
愛
媛
県
信
用
漁
業

協
同
組
合
連
合
会

　

税
務
課　

収
納
係　

28
・
６
０
１
１

　

消
費
税
の
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
の

　

申
請
受
付
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
対
策
補

助
金
の
申
請
受
付
は
、
２
０
１
８
年
１
月
31

日
が
期
限
で
し
た
が
、
補
助
事
業
の
完
了
が

２
０
１
９
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
た
こ
と

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

　

０
５
７
０
・
０
８
１
・
２
２
２

　

９
時
～
17
時
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

　

「
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
」
で
検
索

　

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

３
月
14
日
（
水
）
18
時
～
19
時

　

福
祉
会
館
３
階　

会
議
室
１

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６



　

原
付
・
二
輪
・
軽
四
輪
の
廃
車

　

手
続
き
は
３
月
中
に
し
ま
し
ょ
う

　

 

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
軽
自
動
車
な
ど
を
廃
車

ま
た
は
譲
渡
し
た
り
、
所
有
者
の
住
所
を
変

更
し
た
と
き
は
、
次
の
所
で
必
ず
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以
下
の
二
輪
）

　

本
庁
及
び
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

税
務
課　

諸
税
係　

28
・
６
０
１
０

自
動
二
輪
・
軽
二
輪
（
１
２
５
cc
を
超
え
る

二
輪
）

　
　

愛
媛
運
輸
支
局

　

０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
７
６

軽
四
輪

　
　

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
媛
事
務
所

　

０
５
０
・
３
８
１
６
・
３
１
２
４

　

学
生
納
付
特
例
制
度
を

　

ご
存
知
で
す
か
？

　

 

　

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と

き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
学
生
納
付
特
例
を

申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　

「
学
生
納
付
特
例
」
が
認
め
ら
れ
た
期
間

は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
学
生

　

大
学
（
大
学
院
）・
短
期
大
学
・
高
等
学
校
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
（
学

校
教
育
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
修
業
年
限
が

１
年
以
上
の
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
で
、

本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方

申
請
の
手
続
き

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
身
元
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
年
金
手
帳
、
学
生
証

「納付」と「学生納付特例」と「未納」の違い

老齢基礎年金

障害基礎年金

遺族基礎年金

（注 1）
受給資格期間

への算入

年金額への

反映

受給資格期間

への算入

納付 ○ ○ ○

学生納付特例 ○ ×（注 2） ○

未納 × × ×

（注 1）障害基礎年金及び遺族基礎年金を受け取るには一定の要件があります

（注 2）保険料を 10 年以内に納付（追納）すると年金額に反映されます

の
両
面
コ
ピ
ー
ま
た
は
在
学
証
明
書
原
本
、

認
め
印
を
持
参
の
う
え
、
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

代
理
の
方
が
来
ら
れ
る
場
合
は
、
本
人
の

番
号
確
認
書
類
に
加
え
て
、
委
任
状
と
代
理

の
方
の
身
元
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
０
１
８

　

病
児
保
育
の
ご
案
内

　

 

　

市
で
は
病
児
保
育
を
「
ふ
じ
え
だ
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
中
曽
根
町
）」
内
に
委
託
・

開
設
し
て
い
ま
す
。
仕
事
や
急
用
な
ど
、
家

庭
で
お
子
さ
ん
の
看
病
が
で
き
な
い
時
に
、

看
護
師
や
保
育
士
が
病
気
ま
た
は
病
気
の
回

復
期
の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
看
護
保

育
す
る
も
の
で
す
。

　

入
院
や
医
療
行
為
を
行
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
通
院
で
治
療
で
き
る
程
度
の

お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～
17
時
30
分

　

生
後
５
か
月
～
小
学
６
年
生

　

初
め
て
利
用
す
る
方
は
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
現
在
利
用
し
て
い
る
方
で
、

今
年
４
月
以
降
、
引
き
続
き
利
用
を
希
望
す

る
方
も
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
こ
ど
も
課
ま
た
は
川

之
江
・
土
居
福
祉
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

２
５
０
０
円
（
１
日
）

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
は
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

登
録
申
請
受
付
開
始
日

　

３
月
19
日
（
月
）
～

登
録
申
請
書
な
ど
の
設
置
場
所

　

こ
ど
も
課
、
川
之
江
・
土
居
福
祉
窓
口
、

病
児
・
病
後
児
ル
ー
ム
「
エ
ミ
リ
ア
」（
ふ

じ
え
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
３
階
）、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

こ
ど
も
課　

28
・
６
０
２
７

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
全
国
一
斉
情
報

　

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

　

 

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練
を
全
国
一
斉
に
行

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
全
域
に
防
災
有
線
告
知
シ

ス
テ
ム
か
ら
音
声
に
よ
る
放
送
と
、
登
録
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
防
災
・
広
報
メ
ー
ル
を

配
信
し
ま
す
。

　

３
月
14
日
（
水
）
11
時
～

※
気
象
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
訓
練
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
４



　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
及
び

　

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　

 火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

「
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
３
月
１
日
（
木
）
～
７

日
（
水
）
ま
で
の
間
、
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
こ
の
季
節
、

一
人
ひ
と
り
が
防
火
の
重
要
性
を
自
覚
し
、

火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、

市
内
小
学
４
年
生
を
対
象
に
募
集
し
た
防
火

ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
を
、
期
間
中
イ
オ
ン

川
之
江
店
に
展
示
し
ま
す
。

　

予
防
課　

28
・
６
９
３
７

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
用

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
耐
震
化
工
事

な
ど
が
完
了
し
た
た
め
、
３
月
か
ら
貸
し
出

し
を
再
開
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
４
月
以
降
も
、
施
設
整

備
工
事
を
計
画
し
て
お
り
、
貸
し
出
し
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
２
３
６

　

文
化
振
興
課　

28
・
６
０
４
３

　

お
さ
が
り
バ
ン
ク

使
わ
な
く
な
っ
た
制
服
や
体
操
服
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

あ
ず
か
り
ま
す
＆
ゆ
ず
り
ま
す

　

卒
園
・
卒
業
・
成
長
な
ど
に
よ
り
使
わ
な

く
な
っ
た
け
れ
ど
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
制
服

や
体
操
服
。
必
要
な
方
に
有
効
活
用
し
て
も

ら
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
内
各
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

高
校
の
制
服
な
ど
、
ま
だ
使
用
で
き
る
物

※
名
札
は
外
し
て
、
洗
濯
済
み
の
物

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

（
本
庁
舎
西
隣
商
工
会
館
１
階
）

　

28
・
６
０
３
９

　　

４
月
か
ら
公
共
下
水
道
事
業
が

　

公
営
企
業
会
計
に
移
行
し
ま
す

　

市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
４
月
１
日
か

ら
、こ
れ
ま
で
の
「
官
庁
会
計
（
特
別
会
計
）」

か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
な
ど
を

適
用
し
た
「
公
営
企
業
会
計
」
に
移
行
し
、

将
来
の
安
定
的
な
経
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
の
要
請

　

全
国
の
人
口
３
万
人
以
上
の
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
下
水
道
事
業
は
、
２
０
２
０
年

４
月
ま
で
に
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
す
る
よ

う
、
国
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
計
方
式
の
違
い

　

官
庁
会
計
（
単
式
簿
記
）
が
収
入
と
支
出

を
現
金
が
動
い
た
時
点
で
記
録
す
る
現
金
主

義
で
あ
る
の
に
対
し
、
公
営
企
業
会
計
（
複

式
簿
記
）
は
、
収
入
や
支
出
を
含
む
全
て
の

財
産
の
増
減
の
変
化
を
、
そ
の
発
生
時
点
で

記
帳
す
る
発
生
主
義
を
採
用
し
た
会
計
方
式

で
す
。

公
営
企
業
会
計
移
行
に
よ
る
効
果

○
発
生
主
義
の
採
用
に
よ
り
、
現
金
の
収
支

　

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
活
動
の
発

　

生
と
い
う
事
実
に
基
づ
き
そ
の
時
点
で
会

　

計
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
一

　

定
期
間
に
お
け
る
公
共
下
水
道
事
業
の
経

　

営
状
況
や
特
定
の
時
点
に
お
け
る
財
政
状

　

況
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

○
固
定
資
産
評
価
を
行
い
、
毎
年
度
減
価
償

　

却
を
計
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
価
計
算

　

や
損
益
計
算
が
適
正
に
行
わ
れ
ま
す
。

○
損
益
取
引
と
資
本
取
引
に
区
分
し
て
経
理

　

さ
れ
る
た
め
、
経
営
状
況
を
正
確
に
把
握

　

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

　

分
析
な
ど
を
通
じ
て
、
資
産
管
理
を
は
じ

　

め
と
す
る
中
長
期
的
な
経
営
計
画
が
立
て

　

や
す
く
な
り
ま
す
。

○
貸
借
対
照
表
や
損
益
計
算
書
な
ど
の
財
務

　

諸
表
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
の

　

透
明
性
が
向
上
し
ま
す
。
ま
た
経
営
状
況

　

を
明
確
化
す
る
こ
と
で
説
明
責
任
が
向
上

　

す
る
と
と
も
に
、
他
市
と
の
比
較
が
容
易

　

に
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
課　

28
・
６
２
３
０

　

「
三
浦
保
」
愛
基
金
の
助
成
希
望

　

団
体
に
つ
い
て

　

 

　

環
境
保
全
・
自
然
保
護
活
動
の
活
性
化
や

社
会
福
祉
の
向
上
を
行
う
団
体
を
応
援
す
る

当
基
金
の
助
成
希
望
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

３
月
30
日
（
金
）
ま
で

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

環
境
保
全
・
自
然
保
護
に
関
す
る
こ
と

　

県
環
境
政
策
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
４
６

　

社
会
福
祉
に
関
す
る
こ
と

　

県
保
健
福
祉
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
８
３

　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が

　

近
づ
い
て
い
ま
す

　　

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
戦
没
者
な
ど
の
死

亡
当
時
の
ご
遺
族
お
一
人
に
、
特
別
弔
慰
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

請
求
期
間
が
４
月
２
日
（
月
）
ま
で
で
す

の
で
、
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３



　

松
山
自
動
車
道
、
今
治
小
松
自
動
車
道

　

夜
間
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

通
行
止
め
区
間

　

大
洲
南
Ｉ
Ｃ
～
西
予
宇
和
Ｉ
Ｃ
（
上
下
線
）

　

３
月
26
日
（
月
）
夜
～
４
月
７
日
（
土
）

朝
ま
で
（
各
日
20
時
～
翌
朝
６
時
）

迂
回
路

　

国
道
56
号

通
行
止
め
区
間

　

松
山
Ｉ
Ｃ
～
大
洲
北
Ｉ
Ｃ
（
上
下
線
）

　

４
月
16
日
（
月
）
夜
～
４
月
27
日
（
金
）

朝
ま
で
（
各
日
20
時
～
翌
朝
６
時
）

迂
回
路

　

国
道
33
号
及
び
国
道
56
号

通
行
止
め
区
間

　

今
治
湯
ノ
浦
Ｉ
Ｃ
～
い
よ
小
松
Ｉ
Ｃ
（
上

下
線
）

　

５
月
９
日
（
水
）
夜
～
５
月
12
日
（
土
）

朝
ま
で
（
各
日
20
時
～
翌
朝
６
時
）

迂
回
路

　

国
道
11
号
及
び
国
道
１
９
６
号

※
い
ず
れ
も
土
日
の
夜
間
は
、
通
行
止
め
を

実
施
し
ま
せ
ん

　

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
四
国
支
社
愛

媛
高
速
道
路
事
務
所

　

０
８
９
・
９
０
５
・
０
１
８
１

　

市
自
立
支
援
協
議
会
権
利
擁
護
部
会

　

研
修
講
演
会
（
無
料
）

　

３
月
21
日
（
水
・
祝
）
13
時
～
15
時
（
開

場
12
時
30
分
）

　

福
祉
会
館
４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
合
理
的
配
慮
～
ま

ち
の
な
か
で
の
障
害
者
差
別
解
消
法
～
」

　

又
村
あ
お
い
さ
ん
（
内
閣
府
障
害
者
差
別

解
消
法
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

※
要
事
前
申
し
込
み

　

３
月
末
か
ら
４
月
の
初
め
に
か
け
て
は
、
転
勤
・
入
学
・
就
職
な
ど
異
動
の
多
い

時
期
で
す
が
、
平
日
に
お
仕
事
の
都
合
な
ど
で
市
役
所
に
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、

次
の
要
領
で
日
曜
日
の
開
庁
を
行
い
ま
す
。

　

３
月
25
日
（
日
）
・
４
月
１
日
（
日
）
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

本
庁
舎
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

【
可
能
な
手
続
き
】

▼
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
住
民
異
動
届
の
受
付
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
に
関

し
て
は
、
一
部
の
手
続
き
が
後
日
に
な
り
ま
す
）

▼
異
動
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
の
手
続
き
（
一
部
）

▼
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
税
証
明
書
な
ど
各
種
証
明
書
の
交
付

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
０
１
３

○
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
の
用
意
を
し
て
い

　

ま
す
。

○
介
助
の
必
要
な
方
は
、
申
し
込
み
時
に
お

　

伝
え
く
だ
さ
い
。

○
託
児
は
無
料
で
行
い
ま
す
が
、
申
し
込
み

　

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　

ご
存
知
で
す
か
「
建
退
共
制
度
」

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

詳
し
く
は
「
建
退
共
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

03
・
６
７
３
１
・
２
８
６
６

　

「
林
退
共
制
度
」
の
退
職
金
請
求

　

に
つ
い
て

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
退
共
制
度
に
加

入
し
て
い
た
、
も
し
く
は
加
入
し
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を

し
た
お
心
当
た
り
の
な
い
方
は
、
退
職
金
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
当
時
の
加
入
の

有
無
に
つ
い
て
も
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

03
・
６
７
３
１
・
２
８
８
７



　

統
計
調
査
員
募
集

　

市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
の
調
査
員
と
し

て
活
動
い
た
だ
け
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
性
別
や
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

説
明
会
へ
の
出
席
、
調
査
票
の
配
布
・
回

収
・
点
検
整
理
な
ど

　

20
歳
以
上
70
歳
未
満
で
、
統
計
調
査
に
熱

意
が
あ
り
、
時
間
に
余
裕
が
あ
る
方

報
酬　

１
調
査
あ
た
り
３
～
５
万
円
程
度

※
調
査
の
種
類
に
よ
り
、
調
査
活
動
に
か
か

る
日
数
な
ど
を
考
慮
し
て
定
め
て
お
り
、
必

ず
し
も
こ
の
範
囲
内
と
は
限
り
ま
せ
ん

　
　

企
画
課　

統
計
係　

28
・
６
０
０
５

　

市
障
が
い
福
祉
計
画
（
第
５
期
）　

　

タ
ウ
ン
コ
メ
ン
ト
募
集

　

 

　

市
で
は
、
障
が
い
が
あ
る
方
の
地
域
生
活

を
支
援
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
・

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
確
保
の
た
め
の
「
四
国

中
央
市
障
が
い
福
祉
計
画
（
第
５
期
）」
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
つ
い
て
、
広

く
市
民
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

計
画
案
の
閲
覧
場
所

　

生
活
福
祉
課
、
川
之
江
・
土
居
・
新
宮
福

祉
窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

３
月
12
日
（
月
）
～
４
月
10
日
（
火
）

　

住
所
、
氏
名
、
ご
意
見
や
ご
提
案
を
明
記

し
、
持
参
・
郵
便
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
様
式

自
由
）。

　
　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
０
５
９

　

seikatsuhukushi@city.shikokuchuo.

ehime.jp

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会

　

参
加
者
募
集
（
無
料
）

　

３
月
８
日
（
木
）
14
時
～
16
時

　

土
居
文
化
会
館(

ユ
ー
ホ
ー
ル)

　

メ
ン
タ
ル
不
調
者
へ
の
対
応
や
職
場
復
帰

支
援
に
つ
い
て
学
ぶ

　

企
業
・
支
援
者
の
方

　

３
月
６
日
（
火
）
ま
で

　

所
属
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
し
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
（
様
式
自
由
）。

　

村
松
つ
ね
さ
ん
（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ

ろ
塾
塾
長
）

　
　

ジ
ョ
ブ
あ
し
す
と
Ｕ
Ｍ
Ａ

　

23
・
６
５
５
８
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

　

jobassist@lagoon.ocn.ne.jp

　遊びを通して親子のふれあいを深め、会員の親睦を図ることを目的として、幼児クラブを開設しています。

幼児クラブは自主運営のため会費が必要です。

　（各クラブ共通）

　歌遊び、リズム遊び、集団遊び、育児講座ほか年間各種行事（七夕、クリスマス会など）

みしま・川之江幼児クラブの会員を募集します

♪もも組

（年少クラス 1 ～ 2 歳くらい）

　4/11（水）から毎週水曜日　10：00 ～ 11：00

♪たんぽぽ組

（年長クラス 2 ～ 4 歳くらい）

　4/13（金）から毎週金曜日　10：00 ～ 11：00

　みしま児童センター（三島中央）　

　各 50 組くらい

　3,000 円（1人 年間）

申込日　4/2（月）10：00 ～ 11：00

※申し込みは来館のみ受け付けます 

　　四国中央市子育て支援センター

　　（みしま児童センター内）　28-6155

○みしま幼児クラブ ○川之江幼児クラブ

♪ひよこクラブ（1歳児）

（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月生まれ）

　5 月から月 1～ 2回程度の金曜日　10：30 ～ 11：30

♪うさぎクラブ（2～ 3歳児）

（平成 26 年 4 月～平成 28 年 3 月生まれ）

　5 月から月 1～ 2回程度の月曜日　10：30 ～ 11：30

　川之江ふれあい交流センター（川之江町）

　各 30 組くらい

　3,000 円（1人 年間）　

申込日　4/16（月）10：30 ～ 12：00

※申し込みは来館のみ受け付けます

　  川之江児童館　28-6290（3 月まで）

　　川之江ふれあい交流センター　28-6247（4 月から）

募　

集



　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

４
月
12
日
～
平
成
31
年
２
月
28
日
の
原
則

毎
週
木
曜
日
（
全
46
回
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

商
工
会
館
１
階　

会
議
室

　

手
話
を
初
め
て
学
ぶ
方

　

20
名　

※
要
事
前
申
し
込
み

　

４
月
６
日
（
金
）
ま
で

　

無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

　

県
聴
覚
障
害
者
協
会
な
ど

※
最
低
募
集
人
数
は
５
名
で
、
５
名
に
満
た

な
い
場
合
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
募
集
要
項
は
生
活
福
祉
課
及
び
川
之
江
・

土
居
・
新
宮
福
祉
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す

　
　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　

要
約
筆
記
者
（
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
）

　

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

４
月
18
日
～
平
成
31
年
２
月
20
日
の
原
則

毎
週
水
曜
日
（
全
42
回
）　

19
時
～
21
時

　

福
祉
会
館
１
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

　

要
約
筆
記
を
初
め
て
学
ぶ
方
で
、
パ
ソ
コ

ン
で
文
字
入
力
が
で
き
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

持
参
で
き
る
方

　

20
名　

※
要
事
前
申
し
込
み

　

４
月
６
日
（
金
）
ま
で

　

無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

　

原
田
佳
代
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
イ
ン

サ
ポ
ー
ト
・
パ
ピ
エ
）

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

　

委
員
募
集

　

 

　

少
年
の
健
全
育
成
や
非
行
防
止
に
努
め
る

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
を
適
正
か
つ
円
滑
に
運

営
す
る
た
め
、
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

任
期

　

４
月
１
日
か
ら
２
年
間　

※
会
議
は
年
１
回
程
度
開
催
予
定

応
募
要
件

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
20
歳
以
上
の
方

○
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
関
係
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

○
本
市
の
合
計
４
以
上
の
審
議
会
な
ど
の
委

　

員
で
な
い
方

○
少
年
健
全
育
成
団
体
な
ど
に
所
属
し
、
活

　

動
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
活
動
し
て
い
た

　

方

　

２
名

　

３
月
19
日
（
月
）
ま
で

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

応
募
の
動
機
、
活
動
経
験
を
明
記
し
、
郵
便
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。

選
考
方
法

　

書
類
選
考
（
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
）

　
　

学
校
教
育
課　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
６
４

　

〒
７
９
９
・
０
４
１
１

　

下
柏
町
７
４
９
・
２

　

28
・
６
１
９
５

　

ikuseic@city.shikokuchuo.ehime.jp　

※
最
低
募
集
人
数
は
４
名
で
、
４
名
に
満
た

な
い
場
合
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
募
集
要
項
は
生
活
福
祉
課
及
び
川
之
江
・

土
居
・
新
宮
福
祉
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す

　
　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　

図
書
館
協
議
会
委
員
募
集

　

図
書
館
運
営
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の

方
々
か
ら
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
く
た
め
、

図
書
館
協
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間　

※
会
議
は
年
１
～
２
回
程
度
開
催
予
定

応
募
要
件

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
20
歳
以
上
の
方

○
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
関
係
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

○
本
市
の
合
計
４
以
上
の
審
議
会
な
ど
の
委

　

員
で
な
い
方

○
図
書
館
運
営
や
読
書
推
進
活
動
な
ど
に
関

　

心
の
あ
る
方

　

２
名

　

３
月
30
日
（
金
）
ま
で

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

応
募
の
動
機
を
明
記
し
、
持
参
・
郵
便
の

い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
様
式
自

由
）。

選
考
方
法

　

書
類
選
考
（
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
）

　
　

文
化
振
興
課　

28
・
６
０
４
３

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

み
し
ま
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　

委
員
募
集

　

 

　

児
童
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、

み
し
ま
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

任
期

　

４
月
１
日
か
ら
２
年
間

※
会
議
は
年
２
回
開
催
予
定
（
原
則
公
開
）

応
募
要
件

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
20
歳
以
上
の
方

○
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
関
係
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

○
本
市
の
合
計
４
以
上
の
審
議
会
な
ど
の
委

　

員
で
な
い
方

○
児
童
セ
ン
タ
ー
事
業
に
興
味
の
あ
る
方

　

２
名
以
内

　

３
月
31
日
（
土
）
ま
で

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
（
任
意
）、

電
話
番
号
、
応
募
の
動
機
を
明
記
し
、
郵
便
・

フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
（
様
式
自
由
）。

選
考
方
法

　

書
類
選
考
（
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
）

　
　

み
し
ま
児
童
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
７
２
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

　

〒
７
９
９
・
０
４
０
５

　

三
島
中
央
２
・
１
・
18



内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコン文字入力講座
※要事前申し込み

3/2～ 3/23の毎週金曜日
10：00 ～ 12：00

商工会館 1階　会議室
障がいピアサポート
センター　24-0439

県委託療育等支援事業
（講師派遣など）

随時
支援の必要な方が通う事業所、
幼稚園、保育園、学校など

澄心ぽれぽれ
080-4659-8014

発達に心配がある未就園・未就
学のお子さんの親子遊びと相談

（発達支援課事業）
週 2回（火・金曜日）

みしま児童センター・
川之江児童館

澄心ぽれぽれ
080-4659-8014

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3丁目 13 番 12 号）

ジョブあしすと UMA
23-6558（ファクス兼）

障がいのある方へ　相談・支援事業

　

平
成
29
年
度
障
が
い
者
の

　

移
動
支
援
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
障
が
い
者
の
移
動
支
援
チ
ケ
ッ

ト
「
し
こ
ち
ゅ
～
お
で
か
け
チ
ケ
ッ
ト
」(

若

草
色)

の
有
効
期
限
は
３
月
31
日
（
土
）
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
気
を
付
け
く
だ
さ

い
。

　

来
年
度
の
申
請
は
４
月
２
日
（
月
）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
４
月
号
に

掲
載
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　

第
13
回
愛
媛
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

 
 

大
会
参
加
選
手
募
集

　

平
成
30
年
度
に
開
催
す
る
「
愛
媛
県
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

参
加
資
格

　

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
で
13
歳
以
上
の

身
体
障
が
い
・
知
的
障
が
い
者
で
原
則
県
内

在
住
の
方

※
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
身
体
障
が
い
者
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
は
知
的
障
が
い
者
の
み
参
加
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　

県
障
が
い
福
祉
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
２
３

個人競技 開催日 場所 募集期限 問い合わせ先

陸上競技

5/27（日）
ニンジニアスタジアム

（愛媛県総合運動公園）
3/23（金）まで

○在宅の方は

　生活福祉課へ

○施設利用者は

　各施設へ

○特別支援学校

　生は各学校へ

卓球（STT含む）

アーチェリー

フライング

ディスク

ボウリング 6/10（日） キスケボウル 4/ 3（火）まで

水泳 7/ 7（土）
松山中央公園

アクアパレットまつやま
5/25（金）まで

障
が
い
の
あ
る
方
へ

障
が
い
の
あ
る
方
へ

指
定
相
談
支
援
事
業
所

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

28
・
６
１
５
４

　

 

８
時
30
分
～
17
時
15
分 

澄
心
そ
う
だ
ん
さ
ぽ
ー
と

　

 

22
・
３
３
１
１

　

 

９
時
～
18
時　

 

光
と
風

　

 

22
・
４
０
２
０　

　

 

９
時
～
17
時 

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

28
・
６
１
３
５

　

 

８
時
30
分
～
17
時
15
分 

ひ
ま
わ
り

　

 

22
・
３
８
０
２

　

 

８
時
～
17
時

相
談
サ
ポ
ー
ト　

優

　

 

72
・
８
０
８
０　
　
　
　
　
　
　

 　

 

　

 

８
時
30
分
～
17
時
30
分 

四
つ
葉

　

 

57
・
０
４
２
６　

 

　

 

９
時
～
18
時 

市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

28
・
６
２
６
６

　

 

８
時
30
分
～
17
時
15
分　

 

相
談
さ
ぽ
ー
と　

夢
の
種

　

 

29
・
５
５
０
３

　

 

９
時
～
18
時　

 



相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※要予約会場の受付は相談日前日 17：15 まで　 

 3/ 7（水）13：00 ～ 15：00 受付  川之江庁舎旧館1階　会議室

 社会福祉
 協議会

28-6127

 3/ 9（金） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 3/20（火） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 3/20（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江庁舎旧館1階　会議室

 3/28（水） 13：30 ～ 15：30  土居福祉センター※要予約

 4/ 3（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター 1階

 司法書士相談　※相談日前の平日 17：15 までに要予約　

 3/ 5（月） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3  社会福祉
 協議会

28-6127
 3/14（水） 13：00 ～ 16：00  川之江庁舎旧館1階　会議室

 3/20（火） 13：00 ～ 16：00  土居福祉センター

 人権相談

 3/19（月） 10：00 ～ 12：00  土居福祉センター 人権施策課

28-6073 4/ 2（月） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター 4階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407

 年金出張相談　※要予約

 3/ 8（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター 4階  新居浜
 年金事務所

（0897）
35-1445

 3/22（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター 4階

 4/12（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター 4階

 4/26（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター 4階

 行政相談

 3/ 5（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

総務課

28-6002

 3/ 9（金） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 3/12（月） 9：00 ～ 12：00  土居庁舎 1階　会議室

 3/20（火）13：30 ～ 15：30  川之江庁舎 1階　相談室

 3/26（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 4/ 2（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 3/ 1（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

 市民くらし
 の相談課

28-6143

 3/ 6（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 3/ 8（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

 3/13（火） 9：00 ～ 11：30  土居庁舎 1階　会議室

 3/15（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

 3/22（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 3/29（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 4/ 3（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 4/ 5（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 市民くらしの相談課
 （本庁 2階）

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893

3 月の相談日程

無料特許相談（予約制）
　4/2（月）13：00 ～ 16：00

　四国中央商工会議所（旧川之江

保健センター）

　相談日の 5日前までに電話予約

　　四国中央商工会議所　特許相

談係　58-3530

不動産無料相談（予約制）
　3/8（木）13：00 ～ 17：00

　宇摩建設会館 3階

　相談日前日までの 13 時～ 17 時

に電話予約（土・日曜日を除く）

　　愛媛県宅地建物取引業協会

四国中央地区連絡協議会　24-2235

青少年の生活悩み相談（無料）
　9：00 ～ 20：00 の間で随時

　電話または面接

　15～ 20 歳の方または保護者など

　　　自立援助ホームてぃーだ　

74-3538（土居町小林 18-3）

もの忘れチェック体験
　心配なもの忘れを早期に発見し、

予防に取り組めるよう、パソコンを

使ったタッチパネル式の「もの忘れ

相談プログラム」を体験できます。

1人 5分程度で簡単にできます！

　3/7（水）、4/4（水）※予約不要

　13：30 ～ 15：00

　福祉会館 2階　高齢介護課

　　高齢介護課　地域包括支援セン

ター　28-6147

今月の納期
国民健康保険料　9期分

後期高齢者医療保険料　9期分

保育園保育料　3月分

幼稚園使用料　3月分

市営住宅使用料　3月分

市営住宅駐車場使用料　3月分

※納期限　4月 2日（月）

水道料金　2月分

下水道使用料　2月分

※納期限　3月 12 日（月）



相　

談

　
　

子
ど
も
食
堂

　

み
な
さ
ん
、「
子
ど
も
食
堂
」
と
い
う
名

前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

子
ど
も
食
堂
と
は
、
無
料
ま
た
は
低
料

金
で
、
子
ど
も
た
ち
に
食
事
を
提
供
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
の
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
食
堂
の
始
ま
り
は
、
東
京
都
大

田
区
に
あ
る
「
気
ま
ぐ
れ
八
百
屋
だ
ん
だ

ん
」
の
店
主
が
、
２
０
１
２
年
に
作
っ
た

の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
食
堂
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
、
朝

ご
は
ん
や
晩
ご
は
ん
を
当
た
り
前
に
食
べ

ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知

り
、
自
分
の
手
で
で
き
る
こ
と
と
し
て
「
子

ど
も
食
堂
」
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
そ
の

活
動
が
情
報
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を

機
に
、
短
期
間
で
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

昨
今
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
が
社
会
的

に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
核
家

族
化
が
進
み
、
共
働
き
世
帯
や
ひ
と
り
親

世
帯
が
増
加
し
、
ま
た
世
帯
間
の
収
入
格

差
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

中
に
は
食
事
難
や
こ
し
ょ
く
（
孤
食
、固
食
）

の
問
題
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
根
本
的
な
課
題
解
決

は
と
も
か
く
、
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
に

温
か
い
食
事
と
、
集
え
る
場
所
を
提
供
し

よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
「
子
ど
も
食
堂
」

で
す
。
現
在
、
全
国
に
１
５
０
か
所
以
上

の
子
ど
も
食
堂
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

運
営
主
体
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
開
催
場
所

や
費
用
、
人
材
な
ど
、
子
ど
も
食
堂
の
運

営
に
は
多
く
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
食
堂
は
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
で
あ
り
、
同
時
に
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
場
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
に
も
「
子
ど
も
食
堂
」
が
あ
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、
三
島

地
区
で
ひ
と
月
に
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
「
み
ん
な
と
食
事
が
で
き

て
楽
し
い
」「
ゲ
ー
ム
や
勉
強
も
で
き
て
良

か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

開
催
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
子

ど
も
食
堂
に
行
っ
て
み
た
い
、
参
加
し
て

み
た
い
、
ま
た
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

四
国
中
央
子
ど
も
食
堂

　

毎
月
第
２
日
曜
日　

11
時
30
分
～
14
時

30
分

　

三
島
宮
川
４
・
１
・
24

※
オ
レ
ン
ジ
の
の
れ
ん
が

目
印

　

中
学
生
以
下　

無
料

　

大
人　

３
０
０
円

　

四
国
中
央
子
ど
も
食
堂
実
行
委
員
会

　

平
日
（
９
時
～
17
時
）　

24
・
８
４
１
６

　

土
・
日
・
祝
日
（
９
時
～
20
時
）　

　

24
・
０
６
８
８

※
今
の
場
所
が
手
狭
に
な
っ
て
い
ま
す
。

開
催
場
所
を
お
貸
し
い
た
だ
け
る
方
、
ま

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

人
権
の
日
学
習
会

　

３
月
11
日
（
日
）
19
時
30
分
～
21
時

　
　

川
之
江
隣
保
館　

28
・
６
２
５
４

じ
ん
け
ん
広
場

　　

賃
貸
住
宅
退
去
時
の
ト
ラ
ブ
ル
に

　

ご
注
意
！

　

春
は
就
職
や
進
学
、
転
勤
な
ど
で
新
生
活

を
始
め
ら
れ
る
方
も
多
く
、
マ
ン
シ
ョ
ン

や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
賃
貸
住
宅
の
契
約
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
り
ま
す
。
賃
貸
住

宅
に
入
居
す
る
に
は
、
一
般
的
に
賃
貸
契
約

書
を
貸
主
と
取
り
交
わ
し
、
敷
金
、
保
証
金

な
ど
を
支
払
っ
て
入
居
し
ま
す
が
、
退
去
す

る
際
に
敷
金
を
上
回
る
金
額
を
請
求
さ
れ
た

と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

相
談
事
例

○
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際
に
、
ハ
ウ

　

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
や
ク
ロ
ス
張
替
え
、

　

畳
の
表
替
え
な
ど
原
状
回
復
費
用
と
し
て

　

高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。
き
れ
い
に

　

使
っ
た
つ
も
り
な
の
で
納
得
が
い
か
な
い
。

○
退
去
す
る
時
に
立
ち
会
い
「
修
繕
箇
所
は

　

あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
た
の
に
、
後
で

　

修
繕
費
用
を
請
求
さ
れ
た
。

予
防
策

○
原
状
回
復
費
用
と
は
、
部
屋
を
入
居
当
時

　

の
状
態
に
戻
す
た
め
の
費
用
で
は
な
く
、

　

借
主
の
故
意
・
過
失
な
ど
通
常
の
使
用
を

　

超
え
る
損
耗
を
修
繕
す
る
た
め
の
費
用
で

　

す
。
修
繕
費
用
を
請
求
さ
れ
た
場
合
は
、

　

国
土
交
通
省
が
定
め
て
い
る
「
原
状
回
復

　

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

　

を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
入
居
す
る
際
に
は
、
貸
主
と
借
主
の
両
者

　

で
物
件
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
写
真

　

や
記
録
を
残
し
、
退
去
時
の
ト
ラ
ブ
ル
を

　

未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

○
何
か
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左

　

記
の
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
時
は
、
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課　

28
・
６
１
４
３

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

１い

や

や

８
８

　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

出
張
相
談
（
要
予
約
・
無
料
）

　

３
月
５
日
（
月
）・
12
日
（
月
）・
19
日
（
月
）

　

13
時
～
17
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
国
中
央
１
階　

相
談
室

　

就
職
で
お
悩
み
の
15
～
39
歳
の
方
ま
た
は

そ
の
保
護
者

　

１
人
１
時
間
の
相
談
で
１
日
４
名
ま
で

　
　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
新
居
浜
市
繁
本
町
８
・
65
）

　

０
８
９
７
・
32
・
２
１
８
１



グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

３
月
11
日
（
日
）
８
時
30
分
～

下
長
瀬
あ
じ
さ
い
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド※
小
雨
決
行

　

28
・
６
０
６
９

嶺南 川滝

第
14
回
川
滝
地
区

歩
け
歩
け
大
会

３
月
11
日
（
日
）
９
時
～

下
川
集
会
所
（
集
合
）
～
吉
祥
寺

～
下
川
集
会
所

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
（
軽
食
有

り
）

※
雨
天
時
は
、
川
滝
小
学
校
体
育

館
で
軽
ス
ポ
ー
ツ

　

28
・
６
２
５
２

か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
広
場

～
か
ま
ぼ
こ
板
に
絵
を
描
き
ま

し
ょ
う
～

３
月
28
日
（
水
）
13
時
～
17
時

※
時
間
内
は
い
つ
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ

で
す
！

　

か
ま
ぼ
こ
板
に
自
由
に
絵
を
描

い
て
も
ら
い
ま
す
。

　

絵
の
具
、
色
鉛
筆
な
ど

※
か
ま
ぼ
こ
板
は
公
民
館
で
準
備

し
ま
す

　

28
・
６
３
６
０

天満

昨
年
の
天
満
公
民
館
・
か
ま

ぼ
こ
板
の
絵
広
場
の
様
子

川之江図書館　28-6256
三島図書館　　28-6053
土居図書館　　28-6354
おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

川
之
江
図
書
館

映
画
会
（
一
般
）　

※
無
料

　

３
月
22
日
（
木
）
10
時
～
12
時

　
「
陽
光
桜
」（
邦
画
）

三
島
図
書
館

体
験
し
よ
う
！
第
３
回
貸
し
出
し
ピ
ッ
！

　

３
月
１
日
（
木
）
～
３
月
31
日
（
土
）

図
書
館
de
シ
ネ
マ
（
一
般
）　

※
無
料

　

３
月
23
日
（
金
）
10
時
～
11
時
45
分

　
「
ケ
ア
ニ
ン
」（
邦
画
）

こ
ど
も
シ
ネ
マ
の
会
（
幼
児
～
）　

※
無
料

　

３
月
24
日
（
土
）
10
時
30
分
～
11
時

　
「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
」「
パ
パ
、
お
月

さ
ま
と
っ
て
！
」

　
　川

之
江
図
書
館

え
ほ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
（
幼
児
～
小
学
生
）

　

３
月
３
日
（
土
）
14
時
～
15
時

あ
そ
び
ば
（
幼
児
～
小
学
生
）

　

３
月
17
日
（
土
）
10
時
～

イ
ベ
ン
ト
情
報

お
は
な
し
会

3月の休館日

川之江・三島図書館

毎週月曜日・30（金）
土居図書館

毎週月曜日・22（木）
おやこ図書館

毎週月曜日・21（水・祝）・31（土）

特別整理期間のため休館

川之江：6（火）～ 15（木）

おやこ：6（火）～ 10（土）

男
の
料
理
教
室

～
カ
ジ
メ
ン
倶
楽
部
～

３
月
９
日
（
金
）
10
時
～

　

お
米
０
・
５
合
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾

　

４
０
０
円

　

28
・
６
３
５
８

土居関川

お
ひ
な
さ
ま
寿
司
作
り

３
月
４
日
（
日
）
10
時
～
13
時

　

小
・
中
学
生
、
一
般
（
親
子
参

加
歓
迎
！
）

　

20
名　

※
要
申
し
込
み

　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

　

１
人
３
０
０
円

　
　

28
・
６
３
６
３

三
島
図
書
館

き
ん
こ
ん
か
ん
の
お
は
な
し
か
み
し
ば
い

（
幼
児
～
小
学
３
年
生
）

　

３
月
３
日
（
土
）
14
時
30
分
～

　

３
月
17
日
（
土
）
14
時
30
分
～

お
は
な
し
し
ゅ
っ
ぽ
っ
ぽ
（
乳
幼
児
～
）

　

３
月
８
日
（
木
）
10
時
30
分
～

お
は
な
し
☆
ら
っ
こ
（
乳
児
～
）

　

３
月
17
日
（
土
）
10
時
～

土
居
図
書
館

ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
幼
児
）

　

３
月
10
日
（
土
）
10
時
～

ベ
ビ
ー
ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会

（
乳
幼
児
）

　

３
月
14
日
（
水
）
10
時
～

お
は
な
し
ど
う
ぞ
（
乳
幼
児
～
）

　

３
月
21
日
（
水
・
祝
）
10
時
30
分
～

ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
小
学
生
）

　

３
月
24
日
（
土
）
14
時
～

お
や
こ
図
書
館

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト
（
乳
幼
児
～
）

　

３
月
３
日
（
土
）
14
時
～

川滝地区歩け歩け大会嶺南公民館
グラウンドゴルフ大会

内容

参加費

定員

募集期限

対象者

講師

持参品

問い合わせ先

申込方法・申込先



お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳6か月児健診 3歳児健診

Ｈ29年10月生 Ｈ29年11月生 Ｈ28年8月生 Ｈ28年9月生 Ｈ27年2月生 Ｈ27年3月生

川之江
新宮

4/9（月）
13：30～ 15：00

3/1（木）
13：00 ～ 13：45

4/12（木）
13：00 ～ 13：45

3/8（木）
13：00 ～ 13：45

4/19（木）
13：00 ～ 13：45

3/23（金）
13：00 ～ 13：45

4/26（木）
13：00 ～ 13：45

※ 3 月：四国中央市保健センター　4 月：川之江ふれあい交流センター

伊予三島
3/22（木）

13：30～ 15：00
3/13（火）

13：00 ～ 13：45
4/10（火）

13：00 ～ 13：45
3/20（火）

13：00 ～ 13：45
4/17（火）

13：00 ～ 13：45
3/6（火）

13：00 ～ 13：45
4/3（火）

13：00 ～ 13：45

四国中央市保健センター 　

土居
3/2（金）

10：00～ 11：30
4/13（金）13：00 ～ 13：45

土居こども館 土居庁舎 1階　 四国中央市保健センター

　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。

■とき　3/23（金）9：30 ～ 11：30

■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習

■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者

■定員　10 名  

■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、　

　　　　　バンダナ、手拭きタオル

■申込期限　3/19（月）まで

■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター

                      28-6054

※お子さん連れの場合はおんぶひもをご持参ください

♪　離乳食セミナー　（予約制 ・無料）

  ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる

ことや、相談したいことはありませんか？

■とき　3/5（月） 9：00 ～ 12：00

■ところ　四国中央市保健センター

■内容　健康相談、血圧測定、尿検査、体脂肪測定、

　　　　血管年齢測定、唾液ストレスチェックなど

■申し込み・問い合わせ先　四国中央市保健センター

                          28-6054

♪　からだとこころの健康相談 （予約制・無料）

3 月 1 日～ 7日は子ども予防接種週間です

　4 月からの入園・入学に備えて、必要な予防接種を

済ませ病気を未然に防ぎましょう！

　いずれの予防接種も、対象期間以外で接種する場合

は全額自己負担（約 1万円）となります。母子健康手

帳を再度確認し、接種できていない予防接種がある場

合は、かかりつけ医や保健センターへご相談ください。

■対象　平成 23 年 4 月 2 日～平成 24 年 4 月 1 日生まれ

のお子さん（幼稚園・保育園の年長児など）

■実施期間　平成 30 年 3 月 31 日まで

■費用　無料 (ただし、4月 1日以降は全額自己負担 )

■持参するもの　予診票、接種券、母子健康手帳

■問い合わせ先　四国中央市保健センター

　　　　　　　　28-6054

　麻しん風しん混合予防接種（MR2 期）

　接種対象者の方でまだ接種していない方は、早めの

接種をお勧めします。母子健康手帳を確認しましょう！

～お急ぎください！接種期限が近づいています～

※川之江、新宮地域にお住まいの方へ：健診・育児相談場所が、3月は四国中央市保健センターで、4月以降は川之
江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）に変更になります。
※お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に保健センターにご連絡ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

乳幼児健診・育児相談・妊婦相談　～子どもの健やかな発育のために～

四国中央市保健センターで受診できない土居地域の方
は、土居庁舎 3 階で行われる 1 歳 6 か月児・3 歳児健
診にお越しください
とき：3/9（金）13：00 ～ 13：45

四国中央市保健センター 28-6054  保健推進課川之江窓口 28-6214   保健推進課土居窓口 28-6350問

※川之江ふれあい
交流センター



　
♪　第 6 回四国中央病院がんフォーラム
　　～地域のがん治療について～ （無料）

■とき　3/25（日）14：00 ～ 16：00（13：30 開場）

■ところ　四国中央病院

■内容　「がんと放射線機器」

　　　　講師：梶原陽平さん（診療放射線技師）

　　　　「がん治療における薬剤師の役割」

　　　　講師：松原栄治さん（外来がん治療認定薬剤師）

　　　　「病名告知後の心のユラギ」

　　　　講師：白石公
こう

さん（精神科部長）

　　　　「最近の胃がん」

　　　　講師：宮内隆行さん（消化器外科部長）

　　　　「ここまできている肺がん治療」

　　　　講師：埴
は に ぶ ち ま さ き

淵昌毅さん（第二内科部長）

■参加費　無料（駐車料金も無料）

■問い合わせ先　四国中央病院　地域医療連携室

　　　　　　　　58-3515

急病などで困った時は !

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）
　23-5990
　消防署につながります。自動音声でその日の夜間
　救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
　ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内　　28-9119
　消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
　どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談　

  089-913-2777 または ＃ 8000（携帯・プッシュ回線）
　医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
　機関受診について教えてくれます。

◎急患医療センター （内科 ・小児科）

　56-1913　妻鳥町 1501-1（妻鳥小学校西側）

　【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30　

※急患医療センターの診療は、 宇摩医師会の有志の先生方の
ご協力により実施しています。

救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処置

を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同じ

ような感覚で安易に救急外来を受診することのない

よう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願い

月日 東部 西部

3/4
岸田ﾒﾃﾞ
56-0188（妻鳥）

栗整形外科病院
24-5550（中之庄）

3/11
芝医院
56-4811（妻鳥）

大坪医院
23-2417（三島中央）

3/18
加地医院
23-2039（三島中央）

恵康病院
74-7600（土居町蕪崎）

3/21
豊永医院
56-3037（金田町金川）

三島外科胃腸ｸﾘﾆｯｸ
24-3111（中之庄）

3/25
大西内科医院
56-2018（金生町下分）

西岡病院
24-5511（三島金子）

4/1
福田医院
23-2188（下柏）

ふく整形外科
74-0029（土居町中村）

4/8
矢部内科
23-5018（三島宮川）

青野医院
74-7470（土居町津根）

4/15
井上整形外科
24-2171（三島中央）

白石医院
25-0777（豊岡町豊田）

休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00
※都合により変更する場合があります

ｨｶﾙｸﾘﾆｯｸ

■とき　3/25（日）13：30 ～ 16：00

■ところ　消防防災センター 3階　大会議室

■内容　講演、パネルディスカッション

　　　　「終末期医療とケア～高齢者が最期まで本人ら

　　　　 しく生きることを支援するために～」

　　　　講師：会
あ い た

田薫子さん（東京大学大学院特任教授）

■問い合わせ先　

　HITO 病院　経営企画室　29-5664

♪　地域医療フォーラム　（無料）　※申し込み不要

■とき　3/10（土）14：00 ～ 16：00

■ところ　四国中央市保健センター

■出演者　司会：芸乃虎や志さん

　　　　　　　　（豊岡台病院院長・精神科医）

　　　　　講師：中瀬勝則さん（徳島市中瀬医院院長）

　　　　　ジブリッシュ：大野沙耶花さん

■参加費　500 円

■問い合わせ先　

　日本笑い学会四国支部事務局

　（豊岡台病院内）25-0088（藤原）

♪　日本笑い学会四国支部市民講座

　　「笑いの底力」 ～笑いヨガとジブリッシュで
　　ストレス超発散！

■とき　3/11（日）10：00 ～ 12：00

■ところ　豊寿園ひうち荘（土居町津根 2639）

■内容　認知症の方、そのご家族の方の情報交換の場で

　　　　す。楽しい企画をご用意しています。

■問い合わせ先　グループホームいしかわ　58-0065

♪　ほっとひといきみかんカフェ　（無料）

中瀬勝則さん



まちの話題

　大規模災害時には、被災者本人が罹
り

災証明書の手続

きなどを行うことが困難になると予想されます。この

ことから、行政書士の方々のご協力を得て、被災者の

一日も早い生活再建に向けた取り組みが可能となるよ

う、本市と愛媛県行政書士会（山本大
ひ ろ き

樹会長）が被災

者支援に関する協定を締結しました。

災害時における被災者支援に関する協定
締結式1/17

　四国中央地区労働者福祉協議会（井上俊正会長）は、

本市の地域福祉向上を目指し、市内の福祉事業所に備

品を寄贈するなど地域貢献事業を実施しており、今回

で 23 回目となります。今回の寄贈は、市障害児等福祉

審議会委員でもある井上会長が、パレット利用者の保

護者から寄せられた要望に応えたものです。

労働者福祉協議会が子ども若者発達支援
センター（パレット）へ机と椅子を寄贈1/18

　土居文化会館（ユーホール）で行われ、応募のあっ

た手紙の中から選ばれた「ありがとうの手紙」を、俳

優の下條アトムさんが朗読し、手紙に添えるように歌

手の沢田知可子さんが音楽を奏でました。二人が織り

なすあたたかい雰囲気のステージに、約 120 人の来場

者から大きな拍手が送られていました。

「ありがとうの手紙」1/20

　昭和 24 年に法隆寺金堂が焼損した 1 月 26 日を「文

化財防火デー」と定め、文化財を火災などの災害から

守り、文化財愛護に関する意識高揚を図るために、全

国的に防火運動が行われています。本市でも毎年文化

財所在地で訓練を行っており、今年は多数の市指定文

化財を所蔵する寒川町の新長谷寺で実施しました。

新長谷寺で文化財防火デー防災訓練1/26

　福祉会館で行われた交流会には、ボランティア団体

などから約130人が参加し、10人程度のグループになっ

て、自身の活動内容などを話したり、相手の話に共感

したりしながらボランティアの輪を広げました。また、

今年は市が実施している「あったかなまちづくり活動

支援事業」対象団体による事業報告会も行われました。

ボランティア市民活動交流会1/27

　NPO 法人ゆめ風基金理事の八
や は た

幡隆
た か し

司さんを講師に迎

え、土居文化会館（ユーホール）で行われました。八

幡さん自身の被災経験に基づく避難所のあるべき姿や、

障がい者・災害弱者ができる普段からの備えについて

の話があり、約 100 人の参加者は、安否確認の重要性

などへの理解を深めていました。

「身につけよう防災力」講演会1/28



まちの話題

第 14 回四国中央市児童・生徒書道展覧会

　書道の普及と振興に寄与するために毎年行われてお

り、妻鳥町の愛媛県産業技術研究所紙産業技術センター

で開催されました。今回は、市内 26 校の小学 3 年生か

ら中学 3 年生の応募作品から選出された 357 点が展示

され、その中から 63 点が、市長賞などの個人賞に選ば

れました。

2/3～ 25

　地域資源を活用して歴史や文化に愛着を持ってもら

い、交流人口の増加などにつなげようと、東予歴史文

化資源活用市町連携協議会が開催しました。市内外か

ら参加した 21 人は、学芸員の説明を熱心に聞きながら

国指定史跡の宇摩向山古墳や近くの宝洞山古墳などを

歩いて巡り、2か所の石室内に入って見学しました。

歴史文化フィールドワーク in 四国中央市2/3

　伊予三島運動公園多目的グラウンド外周コースで開

催され、市内のスポーツ少年団やスポーツクラブなど

から、駅伝の部に 65 チーム 325 人、フリーの部に 206

人が参加しました。厳しい寒さの中、子どもたちは保

護者やチームメートらからの大きな声援を受けて力強

く走り抜き、たすきをつないでいました。

第 14 回四国中央市小学生駅伝大会2/4

　公益社団法人宇摩法人会（石﨑康文会長）などが、

子どもたちに楽しみながら社会の仕組みを学んでもら

おうと、三島小学校体育館で開催しました。参加した

市内の小学生約 70 人は、体育館内の「こどもタウン」

という仮想の町で、仕事をして給料をもらい、税金を

納めるなどの社会体験をしました。

社会のしくみを楽しく学ぶ！
「こどもタウン」2/4

　土居文化会館（ユーホール）で開催され、「エビカニ

クス」でおなじみのケロポンズが歌やダンスなどのス

テージを披露しました。

　約 360 人の来場者は、親子で一緒に歌ったり踊った

りして、楽しい時間を過ごしていました。

ケロポンズ親子コンサート in 四国中央2/4

　市国際交流協会（合田勝一会長）が、市民と市内に

在住する外国人との交流の場として実施しており、今

年は約 200 人が参加して福祉会館で行われました。会

場ではステージイベントのほか、いろいろな国のブー

スが設けられ、参加者は用意された各国の食べ物を試

食したりゲームに挑戦したりして交流を深めました。

第 4回しこちゅ～国際交流フェスタ2/4



　

「
平
成
30
年
度
（
心
新
た
に
）
」

　

先
日
、
ス
ー
パ
ー
に
寄
っ
た
際
、
節
分
用
に
大
豆
の
煎
っ
た

の
が
並
ん
で
い
た
。

　

節
分
っ
て
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
調
べ
て
み
た
ら
、
季
節
を
分

け
る
こ
と
だ
か
ら
、
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
と
年
に
４
日

あ
り
、
そ
の
前
日
を
節
分
と
い
う
と
書
い
て
あ
っ
た
。

　

豆
を
ま
い
て
、
そ
の
季
節
の
邪
気
を
は
ら
い
、
新
し
い
季
節

を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
前
、
正
月
で
あ
っ
た
の
に
、
も
う
立
春
も
過
ぎ
た
。

　

役
所
は
年
度
と
い
う
一
年
を
締
め
く
く
る
単
位
が
あ
り
、
４

月
か
ら
平
成
30
年
度
と
な
る
。

　

も
う
す
ぐ
始
ま
る
３
月
市
議
会
に
提
出
す
る
当
初
予
算
案

で
、
そ
の
年
度
の
ほ
ぼ
方
向
が
決
ま
る
。

　

部
署
に
も
よ
る
が
、
今
の
時
期
は
、
予
算
の
作
成
と
次
年
度

の
人
事
で
一
番
忙
し
い
、
気
の
張
っ
た
時
期
に
な
る
。

　

普
通
の
人
は
、「
自
分
に
は
能
力
が
な
く
て
、
あ
ま
り
仕
事

が
出
来
な
い
」
な
ん
て
思
っ
て
い
る
人
は
い
な
い
。

　

し
か
し
、
役
所
の
仕
事
を
数
字
化
す
る
の
は
難
し
い
。

　

自
分
の
評
価
と
他
人
の
評
価
が
、
ど
な
た
様
で
も
ず
れ
て
く

る
。

　

「
時
々
の
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
で
あ
る
。

　

決
断
す
る
任
務
の
ほ
う
も
、
心
を
覚
悟
さ
せ
て
対
処
す
る
の

で
あ
る
。

四国中央市長

篠 原  実

まちの話題

　太鼓の演奏や語りを通して「平和と人権」の大切さ

と差別解消への思いを共有することで、問題解決に向

けた行動につなげてもらおうと、市民会館川之江会館

で開催されました。会場では、講話に続いて 5 曲が披

露され、魂のこもった迫力ある演奏に客席から大きな

拍手が送られていました。

部落差別解消推進法施行記念
太鼓集団「怒（いかり）」公演2/4

　消防防災センターで、男女共同参画の意識啓発を図

る 3 回の連続講座の 1 回目が行われ、県男女共同参画

センター館長の越智やよいさんが、災害時の男女共同

参画の視点について講義しました。約60人の受講者は、

講義を聞いたりグループ内で意見を交わしたりして、

災害時における女性の視点の重要性を学びました。

地域エンパワーメントカレッジ2/7

　NPO 法人いりこ倶楽部（山川かずこ理事長）から、

地域の伝統的な食文化の普及・啓発を目的に、えひめ

地域政策研究センターのまちづくり活動アシスト事業

助成金を活用して作成した、いりこ料理レシピ集「い

りこを食べる」が市に寄贈されました。レシピ集は、

市内の公民館などで配布されます。

NPO 法人いりこ倶楽部が
料理レシピ集を寄贈2/7

　うま農業協同組合（篠原一志代表理事組合長）から

母子健康手帳ケース750個が市に寄贈されました。ケー

スは、母子健康手帳や診察券などをひとまとめにでき、

妊婦さんや子育て中のお母さんの暮らしに大変役立つ

作りとなっています。なおケースは、保健センターで

母子健康手帳を交付する際に配布されます。

うま農業協同組合が
母子健康手帳ケースを寄贈2/8



内容

対象者

定員

持参品

募集期限・期間

申込方法・申込先参加費

講師

ファクス

問い合わせ先

【土居教室】

3/24（土）・4/21（土）

【川之江・三島教室】

3/25（日）・4/22（日）

※時間・会場はお問い合わせください

みすゞ塾 一日演劇体験
～ちょっとした勇気で、

小さな自分を吹っ飛ばそう！～

田辺国武さん（ふるさとアドバイ
ザー）
市内在住の小学生から 75 歳くら
いまで
各回 15 名
各開催日の前々日まで　※先着順
　みすゞ塾事務局
090-6882-3308（池北）
文化振興課　28-6043
座・東京みかん
　info.mikan3@gmail.com

3/18（日）10：00 ～ 16：00

※雨天時は 3/25（日）に順延

ジャジャうま広場

犬好きの方も、そうでない方も大
集合！わんわん広場と大人気のマ
ルシェ「じく」がコラボレーショ
ン。犬のしつけ教室やわんわん運
動会などのほか、マルシェには
21 店舗が出店予定です。
四国中央テレビ　24-0130
※雨天時のイベントの中止・順延
などについては、四国中央テレビ
のホームページでお知らせします

ジャジャわん祭り＆じく

3/23（金）～ 4/15（日）

すすきヶ原入野公園

期間中は 22時までちょうちん点灯

※花の開花状況などにより、ちょ
うちん点灯期間を変更する場合が
あります
土居観光協会　74-8825

すすきヶ原入野公園
春まつり（夜桜）

4/8（日）9：00 ～ 15：00

向山公園

※荒天時は上分小学校体育館

子ども相撲大会、お茶席、ゲーム
大会、カラオケ大会、商振会抽選
会、もち投げ　など
上分公民館　28-6248

向山公園桜まつり
内容を変更
する場合が
あります

4/8（日）10：00 ～ 16：00

※荒天時は 4/9（月）に順延

川之江城山公園

子ども写生大会、お茶席、火縄銃
砲術演武、川之江紙漉き唄、野戦
将棋、津軽三味線演奏、もち投げ
など
観光交通課　28-6187

城山公園桜まつり
内容を変更
する場合が
あります

4/8（日）10：00 ～ 14：00

※荒天時は 4/9（月）に順延

三島公園　ピクニック広場

駐車場 /市役所本庁舎

お茶席、磐座太鼓演奏、津軽三味線
演奏、風船配布、福もち投げ大会
観光交通課　28-6187

三島公園桜まつり

4/8（日）のみ本庁舎西側から無料

シャトルバスを運行

内容を変更
する場合が
あります

3/18（日）14：00 ～（13：30 開場）

市民会館川之江会館

「セビリアの理髪師 序曲」「Hero」
ほか
川之江吹奏楽団
080-5666-9415（篠原）

第 35 回川之江吹奏楽団
スプリングコンサート

乳児保育所こども村　56-1310

体操や手遊び、育児相談
※申し込み不要、誰でも参加できます

10：00 ～ 11：30

とき ところ 内容・対象
3/13（火）
※3/8 から変更

川之江児童館 1・2歳児主体

3/14（水）妻鳥保育園 0歳児主体

3/20（火）川之江図書館 おはなし主体

親子ふれあいあそび

3/18（日）14：00 ～（13：30 開場）

福祉会館 4階　多目的ホール

いろいろなジャンルの音楽を演奏
します。お楽しみに！
四国中央市民吹奏楽団
090-2825-8814（平田）

四国中央市民吹奏楽団＆
三島高等学校吹奏楽部

2018スプリングジョイント
コンサート



3/25（日）【上映会】13：00 ～

　　　　　【講　演】15：00 ～

愛媛銀行三島支店 2階

セミナールーム（三島宮川 4-5-11）

大阪釜ヶ崎で 38 年間続く「こど
もの里」にやってくる子どもや親
を丸ごと受け入れ見守る、涙と
笑いあふれるドキュメンタリー映
画。こどもの里に深く関わり、ル
ポライター・ノンフィクション作
家の北村年子さんを講師に迎え、

「地域の道親さん」「子どもたちの
自尊感情を育てるために」につい
てお話しいただきます。
80 名　※先着順、要申し込み
　四国中央市自主上映実行委員会
080-5669-7147（近藤）
　toshikomama2008@yahoo.co.jp

「さとにきたらええやん」
上映会＆北村年子さん講演
トークライブ

3/25（日）

【午前の部】10：30 ～（10：00 開場）

【午後の部】15：30 ～（15：00 開場）

土居文化会館（ユーホール）

キッズダンス、ヒップホップ、ジャ
ズダンス、バレエ
900 円
スタジオミュー　57-1236

スタジオミュー
ダンスステージ発表会

伊予国宇摩郡の変わり者

安藤正
せいがく

楽君

－近代化とその矛盾の狭間をいきる－

「何レニシテモ宇摩郡ノ生ンダ一奇人デ

アル？」

3/10（土）～ 4/15（日）

企画展示室

本市出身の安藤正楽
（1866 ～ 1953）を「変
わり者」「一奇人」と
表現した大正10年付

「愛媛新報」の記事を
手掛かりに、正楽が
残した資料にうかが
われる主張と、日本
の近代化の様子を比
較していきます。学
校での地域教材とし
て取り上げられるだけでなく、県
内外から訪れる人が後を絶たない
正楽の足跡について、展示を通し
て「再考」します。

暁雨館の催し
【開館時間】9：00～ 17：00

【休館日】毎週月曜日、3/22（木）

　28-6325

関連イベント

基調講演会

3/10（土）10：30 ～ 11：30

常設展示室

安藤正楽再考
玉井崇夫さん（元明治大学文
学部教授）

特別講演会

4/8（日）10：00 ～ 11：30

常設展示室

非戦論者・安藤正楽
山泉　進さん（明治大学法学
部教授）

3/18（日）13：00 ～（12：30 開場）

土居文化会館（ユーホール）

アマチュア芸能団体の祭典

ユーフェスタ 2018

市内外のアマチュア芸能グループ
8団体が出演。童謡合唱、日本舞踊、
津軽三味線、フラダンス、クラシッ
クギターなど
☆ゲスト：アジアツインズ　光と
風 Hi-Fu
☆司会：岡部桃子さん（四国中央
テレビ）
200 円　※全席自由

土居文化会館（ユーホール）
28-6353

入場券は、土居文化会館（ユーホー

ル）で販売中！

春のあいあい展

3/3（土）～ 3/17（土）

9：00 ～ 21：30

（初日 13：00 から、最終日 16：00 まで）

ユーホールロビー展
【休館日】毎週月曜日

　28-6353

手漉き和紙体験実施中！

毎週火・木・土・日曜日

13：00 ～ 16：00（受付 15：30 まで）

～紙を愛し・紙と遊ぶ～

第 30 回紙講座生徒作品展（後期）

3/4（日）～ 4/8（日）

3階　企画展示室

当館が実施している紙講座（6 講
座）のうち、書道・水引細工・紙
バンド手芸の受講生が 1 年間学ん
だ成果を発表展示します。

紙のまち資料館の催し
【開館時間】9：00～ 16：00

【休館日】毎週月曜日、3/22（木）

　28-6257

オープニングセレモニー

3/10（土）10：00 ～



本市出身の女優・帆風成海さんが 6/16 まで主演！

ミュージカル「よろこびのうた」

開催中～平成 31 年 1 月上旬（予定）

坊っちゃん劇場（東温市見奈良 1125）

帆風成海さんが市役所を訪問

　2月 9日（金）、
ミュージカルの
PR のため市役所
を訪れた帆風さ
ん。篠原市長や
松柏保育園の園
児たちから激励
と歓待を受け、

「せりふも歌も多いですが、私の代わりは
いないので、体調管理をしっかりして演
技と歌をもっともっと追及していきたい
と思います。半年間、120％の力で演じま
すので、ぜひ劇場へお越しください」と
話していました。

～帆風成海さん Profile ～
川之江町出身の元タカラジェンヌ。2015 年に
宝塚歌劇団を退団後も、女優として活躍中！

1919 年、徳島県において日本で初め
てベートーヴェンの第九「歓喜の歌」
が歌われた史実を元に、ドイツ人捕
虜と日本人との交流、葛藤、対立、
和解を描いた、現在に通じる愛と平
和の物語。
一般 3,910 円（前売り 3,600 円）
高校生 2,680 円（前売り 2,370 円）
中学生以下2,160円（前売り1,860円）
※全席指定
※ 3歳未満入場不可〔親子室あり（要
予約）〕
　坊っちゃん劇場　089-955-1174

検索坊っちゃん劇場

※公演日時は、電話やホー

ムページなどでご確認く

ださい

【山焼き】

4/1（日）9：00 ～

塩塚高原

※荒天時は、

4/15（日）に順延予定

 8：15　霧の森第 1駐車場を出発
　　　　し、塩塚高原へ
 9：00 ～ 11：30　山焼き観覧
12：00　霧の高原でバーベキュー
13：00　霧の高原出発
13：45　霧の森到着
24 名（最少催行人員 10 名）
中学生以上3,500円、小学生2,500
円、幼児 1,000 円、2歳まで無料
　　　　　

　霧の森　0570-07-3111

塩塚高原山焼き＆
やまびこバスツアー

【バスツアー】

※荒天時は、4/15（日）に順延予定

★特典　特製ぜんざいと温かいお茶、
　　　　霧の森交湯～館の入浴券付
　　　　き！

伊藤昭男似顔絵展

3/3（土）～ 3/25（日）

ふれあい館

陶人形　夢わらべ

善めいの世界展

4/1（日）～ 4/28（土）

ふれあい館

霧の森ギャラリー展
【開館時間】10：00～ 17：00

【休館日】毎週月曜日（祝日の場合

は翌平日）

　0570-07-3111

ほっこりとした心癒される夢わら
べとの出会いをお楽しみください。

3/17（土）～ 3/19（月）

9：00 ～ 17：00（最終日 16：00 まで）

川之江文化センター 2階　ホール

会員の水墨画研習の成果を発表
呉山会　56-5059（髙木）

第 25 回呉山会水墨画展

3/25（日）10：00 ～（受付 9：00 ～）

土居文化会館（ユーホール）2階

大会議室・小会議室

市長杯～西日本将棋最強戦～

朝日 S-1 グランプリ 2018

一般の部（トーナメント方式）

S-1（3段以上または希望者）、A級
（初段・2段）、B級（1級以下）
こどもの部（中学生以下、リーグ戦）

A 級（有段者または希望者）、B級（1
級～ 5級）、C級（6級以下）、D級（初
心者）
一般 2,000 円、女性・高校生 1,500
円、小・中学生 1,200 円
※昼食付き
日本将棋連盟十八歩支部
74-7778（苅田）

特別招待ゲスト

北浜健介 八段
長谷川優貴
女流二段
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川之江奨学会へ寄附

　このほど、石村浩様（上分町）から 100 万円のご寄
附をいただきました。
　心から厚くお礼申し上げます。

市役所川之江庁舎　閉庁式

3 月 30 日（金）15：00 ～
川之江庁舎 1階　ロビー
式典、川之江高等学校吹奏楽部演奏など
総務課　28-6002

　海山の自然に恵まれた故郷で、土居高校卒業までの
びのびと育ちました。戦後の教育制度がようやく落ち
着き、生徒会活動とスポーツ（テニス部）に熱中、大
学と高校による四国学連の結成に参加、テニスでは県
代表の一員として西日本・全国大会に出場した懐かし
い思い出があります。東京へ進学する途上、宇高連絡
船に乗るとすぐ右手に島を見ましたが、それが後に入
社する直島の銅精錬所であったとは運命を感じた次第
です。
　大学時代は日本の民主運動の大きなうねりに遭遇、
安保問題に揺れ動く中、創業者が四国出身の企業に縁
あって入社し、やがて瀬戸大橋架橋工事ほかの 3架橋
工事に携わることになり、故郷に赴任。続いて 8の字
高速道路工事を担当し、まさに故郷のインフラ構築
の一端を担うこととなりました。10 年近い勤務の間、
現職市長にご指導をいただく機会もあり、感謝にたえ
ません。
　リタイア後は武蔵野市吉祥寺に居を構えることとな
り、高齢化社会の地域の真っただ中に入りました。
　折しも少子高齢化の中、認知症問題が大きな社会問
題となりつつあり、その予防対策に取り組みたいとの
思いから、仲間と一緒に NPO 法人を設立。東京都健康
長寿医療センターが開発した予防プログラムなどに取
り組んでいます。そのほか武蔵野市と地元の 5大学に
よる「自由大学」制度があり、約千人余りの向学心あ
ふれる高齢者が正規の授業を受講、私もその一員とし
て学生との交流を通じ地域の活性化にお役に立てれば
と思っています。
　大学卒業時、恩師からいただいた「民主主義は自ら
築き上げるものであり、社会の泉の一員たれ」の言葉
を拳

けんけんふくよう

拳服膺しています。故郷でお役に立てることがあ
れば、喜んではせ参じたいと思う今日この頃です。
　最後に、故郷を思う一句を献上します。
　「いしづちの　流れゆく雲　瀬戸の春」正風

【主な経歴】
昭和 36 年　早稲田大学卒業、三菱マテリ
　　　　　 アル㈱　入社
平成 4年　同社四国支店　参与支店長
平成 10 年　JCOAL 出向　常務理事
平成 16 年　三菱マテリアル㈱　退職

星田　正 さん
（昭和 11 年土居町生まれ、東京都在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る

　老朽化により、川之江庁舎を取り壊すことになりま
した。市民の皆さまに長年親しまれてきた川之江庁舎
に、感謝とお別れの意を込めて閉庁式を開催します。

カナダでの県産品 PR の大役を担う！
～ホテルグランフォーレの調理師・森實大祐さん～

　県産品の輸出拡大を目指
し、県などが 3月 19 日（月）
にカナダのトロントで開催
する「えひめ PRフェア」に、
ホテルグランフォーレに勤
める森實大祐さんが唯一の
調理師として同行し、腕を
振るいます。
　同フェアで森實さんは、

本市特産品の里芋を使った「伊予美人のおかき揚げき
のこのみぞれあんかけ」（右下写真）や「伊予美人と
伯方の塩のアイスクリーム」などのほか、鯛やかんき
つ類などを使った料理を現地のレストランのオーナー
やシェフに提供し、県産品を PR します。
　森實さんは「素材の味を生かしながら、盛り付けな
ど見た目も印象的な料理を心掛けています。今はプ
レッシャーしかないですが、
いい機会を与えられたので、
味でも見た目でも相手の心を
つかんで、後の輸出拡大につ
なげられたらと思います」と
意気込みを話していました。

※川之江庁舎での窓口業務は 3月 16 日（金）までと
なり、3月 19 日（月）からは川之江文化センターに
移転します

土居高等学校同窓会　関東支部長
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